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は問題となる O また、地中においては、水流出経路のそれぞれの特性が DOC流出に
及ぼす影響などが重要になる O これらはいずれをとってもなかなか明らかにすること
が容易でない問題を含むが、そのモデル化は、多層モデルを CO2動態把握の手段とし
て用いること、さまざまなトレーシングによって地中における雨水の流出経路を推定
することなどに基づいて、確実に進められている O 現在問題となっている環境変動に
ともなう水循環、炭素の循環の応答変化は、このようなステップを踏むことでのみ予
測してゆけるものと確信している O
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